
特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究誅類名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的萄点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開絶  和  
始了  文   

得   

治療指針を作成するための診断基準案  本研棄を続けることで、自己免疫性内耳  

自己免疫性内耳障害には診断基準が  障害の診断および治療方法が標準化さ  
ないため．後ろ向き研究により．自己免  

れ、その患者数や臨床権遇等が明らか  

変性内耳陣書および疑い例を抽出し、  
にされ、これまで診断のつかなかった難  

治癒指針を作成するための診断基準菓  
自己免疫性内耳陣書  を作成した。基礎研究：プロスタグランジ  

の実態把眉のための 多施設研究  21  21  難治性疾患 克服研究  柿木手伸       ンの内耳雄幸治療機転に関する基礎的 検討において、臨床的に治療薬として使 用されているプロスタグランジンの内耳  
プレノ  

での作用部位が同定された。テ  
ン、ロイコトリエン受容体持続薬が治療  

疾患を有する患者の生活の覧の向上だ  
染となる可能性が示唆された。  明した。治療抵抗性で暮に至る症例もあ  

けでなく、医療経済の面からも貢献する  

るため、治療法の検討が課簸である。   
ことが期待される。今回は、自己免疫性  
内耳障害診断基層凛凌作成した。   

平成21年虔は優性遺伝形式をとる遺伝 よでの  

性難聴患者り書面同意を取得 上、採血を行い遺伝子′くンクを構築し  
た。また穐簗されたパンクより250例を対  
象lこKCNO4遺伝子の解析を実施し新規  
遺伝子変異を含む6穐鴇の原因を見い  

優性遺伝形式をとる  

遺伝性難聴に関する 璃査研究  21  21  難治性疾患 克服研究  宇佐美よ一        だした。今後、症例を増加して′くンクを 充実させるとともに解析を鵬すること で 、更なる成果が期待できる。また、鼻  
出された遺伝子変異はその後の難聴発  
症のメカニズム解析の際に非常に壬芦  
な基盤情報となるとともに、研究領域に  
大きなブレークスルーをもたらすことが  
期待される。   様にすることができた。   の策定を計画している。   ことが可能であると期待される。   

エマヌエル症候群の頻度の理論値を針  
呈した。1分子検出感度のdll：22）転座  研究代表者が愚者とその家族向けにエ マヌエル症候群の情報を発信している  ガイドライン作劇二向けて、疾患の実態 調査に関するアンケ 

ート調査をおこなっ た 
。全国の医療系大学の附属病院．小 児病院ならびに周産期センター、市町村  
立病院などの小児科、産婦人科．遺伝  

エマ又工ル症候群の  科に合計4¢6通の貰1次アンケートを投  
者やその家族に通知したことで、本事業  G帥eR8V；ewのエマヌエル症候群のペー  

疾患頻度とその自然 歴の実態調査  21  21  難治性疾憑  倉橋浩樹              函した。その緒果、267通の返事をいた だいた。その内訳は、t（＝：22）転座保因  着が38名 

、エマヌエル症候群の患者が 29名おられることがわかったノ現在、詳  
細な実態調査の第2次アンケートを送付  

では発生しない。すなわち、精子での発  の家族に最新の情報を提供するのみな  し、患者とその家族に将来の展望を与え  るが、そこでt（11：22）のウェブサイトが紹  

し、現在、その回収と解析をおこなって いる。   介されている。   
ることがわかった。   通じて疾患の認知度に干鼓した。  

患者ハラスメントに対する組織的対応の  本研究によって提言した患者ハラスメン  
患者層力に対する対策はいくつかの先 によって ト対策によってハラスメント被害が軽減  
行研究研究・捷言されているが  すれば、スタッフのストレス軽減に直結  

医療安全に係るコミュ   いずれも医療現場特有の問題（愚者は  
ニケーションスキルに  地域医療基   学会発表に加え、県内外の医療施設、   

19  21    兼児敏浩  
ラスメントに焦点をあ  研究  あることが多いこと等）を十分に考慮し  軽減すれば、医療の質の向上に資する  した。今後さらに検証を五ね、ガイドライ  フが去るいわゆる医療崩壊を未然に肪  る。   
てて－  た内容ではない。本研究ではこれらの  ぐための一助となることも期待される。  

間瀬を中心的な課鰭と捉えて研究・捷 言を行っていることが画期的である 医療崩壊の防止は行政上の大きな課始  
。   のひとつであり、本研究は行政的観点に  

ための一助となる。   おいても成果があったと考える。   
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特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課贈名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・芋備的観点からの成案   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
名  

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 限   願 取  
得   

医療崩壊の元凶を成す患者との医療者  
の関係の断裂についてコミュニケーシヨ ンの 

例えば平均在院日数のように世界のは  
ずれ価とされてきた日本の病院パフオー マンスがどのような背景によるものか国  
際比較研究で用いて明らかとなった 

質効率向上と職業間  地域医療基  。そ しての懸点経営学的に解明した 
連携を目指した病性 マネメンの  19  21   盤間発推進   長谷川 敏彦      そ間を。 また診療科や病院崩壊のドミノ現象が  

ジト研究  研究  
地方中小都市で起こりやすいことを明ら かにした。これらの成案はNIRA研究所  
の研究活動を通しても公表されている。  

また患者中心の 
している。   

当研究の目的に則り、「国策・地域の  

視点から見た医療の貫・安全の確保と 必要資源の視点Jからは、地域†こおける  
医療機関の役割の可視化、医師の二次  

当研究結果より．医療の過不足状況を 地域ごとに把握することができた 

医療圏別分布格差と増減の分析、高額  。医療 捷侠香により供給面の自主的な調整が  
地域・市民の視点か  医療機器の地域分布に関する公平性の  
らみた医療の賞・安   地域医療憂   分析の新たな展開を示した吉た「地   

必要貴腐の評価・向  研究  19  21    今中 址－  
上に関する研究開発  貫・安全の実感・充実度と必要資源」の 視点からは、臨床指楕のベンチマーキ  応施策作りに活用されることが期待され る。また、当研究成果の一部lよ21年  

ングによる分析、自治体病院における  康京都府のあんしん医療制度プロジ工ク  
財務の経年変化に関する分析、医療の  トに関する解析の踵となった。   する医療の質と劇毒性を、確保し向上す  
賢・安全確保の活動量とその関連書国  ること。   

の分析の新たな展開を示した。   

歯村診加こおける院内感染対策の意  
練、知練、行動調査とその分析を利用し  
た院内感染の評価指標の確立では、医  
療法改正や診療報酬改定による影響お  
よび歯科医師の院内感染対策の評価、  

平成19年には医療法の一部が改正さ  

歯科医亨附こおける院   口腔外科の攫措スタンダードプリコー   れ、歯科診療所における院内感染制御  平成22年2月24日歯科医療における院   
体制の整備が求めbれるよっになった。  

検証  19  21  地域医療基  泉相 英信  の交換、患者人数に大きく影響を受け、  
基準としての位置付けが高いことが明ら  ロ  29  16  0  42  10  0  2  l   

かとなった。1000ppmの過酸化水素水を  
項目が加えられた。   

用いる除菌対策を取り入れたデンタル  
ユニットが開発され、給水系にて除菌劾  
果のあることが確認された。   テツプを踏む達成基準を確立した。  

補完・代替医療は今や世界的に新しい 医学の潮流となりつつあり、漢方薬もそ  
の一つである。代替医療の中には作用  
機鋒や有効性が化学的に柾明されてい  
るものが急増しており、漢方薬である十  

進行頒頚部癌に対す  地域医療基  全大補濠も、壕治療において基礎的お  
る漢方治療の有用性   19  21   盤開発推進   古川 侠        よび臨床的に副作用軽減効果を有する  特になし   特になし   0  0  0  0  0  0  0  0  0   

評価  研究  ことが示唆されている。進行頭頚部癌に  
おいて鴎床的に十全大補遼の有用性を  
検討することは、臓器温存のコンセプト  
のもとさらなる発展が見込まれる化学放  
射線治療の一助となるものと思われる。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課均名  名   臨床的嶺点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
＿名   

閥l鶴  
始了  

和  
文   

待   

本年度の研究とこれまでの2年間の研 究成果により、地域EHRの重要性を明ら  
かにした。この地域医療EHRを構成する  2010年3月23日、「日本版EHRの実現に  
要素としては、1．地域クリティカルパス  

による慢性疾患の地域完縮型疾患管 理 
日本版EHR（生涯健  地域医療墓  、2．救急・塵屡巨小児の医療資源を曹 理しデ 

康医療t子記録）の 実現に向けた研究  19  21   盤開発推進 研究  缶中 博        ータベースを管理する地域医療 情報センター、3．ミニマム〔HRとしてのレ セプトナショナルデータベースからの処 方歴が挙げられる 
。これらにより構成さ れる地域EHRによりより効率的な医療や  

疾病管理のための基盤の提供ができる  
ものと結論づける。   なっている。   

本研究が完成させた初期診療ガイドライ  
鑑別すべき疾患のリストの中から愚者  
の持つ疾患を鑑別診断する手順を確率  
的なプロセスとしてとらえ、診断前の事  

エビデンスに基づく初  前確率、診断で収集した症状、理学的 所見 
0  0  0  0  0  0  0  0  0   

作成に関する研究   期診療ガイドラインの   19  21  地域医療基 鑑開発推進 研究  山口 証人      、検査の情報が持つ尤度比をパラ メータとして設定してペイズ理論に基づ いて事後確率を推計する診断シミュレ ー ションシステムを尭成した 
。インターネッ ト上で初期診療ガイドラインとして塊状  の発展に資するものである。   

するシステムは、本邦で初めてである。  

床現場で広く活用できるものである。   

医療関係者、患者、一般国民の診療ガ  
1．診療ガイドライン作成における愚者 加のめのガイドンP水k雨  

下記学会において本課頚lこ帥する讃濱  参たライ（  

診療ガイドラインの新  
たな可能性と諌鵠：患  地域医療基  会21／9／19（教育講漬）日本整形外科  
者・一般国民との傾  を実施（特別・基調譲渡）日本褐儒学会 （中部地方〉学術総会、19／‖／18、日本晴 償科学会．2t）／も／7、日本体力医学  学会学術総会19／5／24、日本法床条理 学会19／11／29 
報共有と医療者の生  研究   、日本小児腎厳痍学  ロ 
海草習   

臨床大会．20／6／12、日本がん検診・診 新字会 会．2t）／¢／14、日本アレルギー学会書手  ．2D／9／20、日本耳鼻咽喉科学会 書門医講ぎ会21／11／21  。4．の 
ドラインライブラリーにも活用されてい  デルを提示。   開催。   
る。   

在宅絶末籾ケアを視野に入れた病院や 高齢者介護施設からの在宅復帰を支援  
するツールを作成した。従来は、こうした  

高齢者の在宅終末期  地域医療基  

的研究   ケアの標準化及び指 針策定に向けた基礎   20  21   盤帆発推進 研究  ・，； ミ’     分野は先♯からの緑樹こ基づいて教育 （伝承）が行われてきたが、1賽掌的な敦 材は存在しなかった。夢精檀の専門儒  が共で作した本研究の成果は 

同成、医 癒着の手前ヰ後教書に広く用いられる と期待される。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課地名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的ヰ節約観点からの成果   名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

閣l鏑  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   麻 取  

得   

患者の権利．医療と法をめぐる＃論点  
について．従来の法解釈学を中心とす  

る狭い意味での法学的な検討だけでは  
なく．そのような手法が実鰐の医療に与  

医療の発展と愚者の  える影響香考慮に入れながら．法的な  

特になし   矧こなし   特になし   14  0  0  0  0  0  0  0  0   

る研究   保護をめぐる倫理・法 の現代的課矧こ閲す   20  21  地域居療基 盤開発推進 研究  岩田 太       介入の妥当性を再検討した．もちろんこ のような再検討は端緒がついたに過ぎ ないが ，玉章な一歩であることは間違い  

ないであろう．今後もこのような視点を  

研究することが1要であり．これらの研  

究は近い将来（2010年庚申）に出版に  
向け鋭意努力を経けていく予定である．   

現在、厚生労働省が開催する「診療行  
為に関連した死亡に係る死因究明等の  
在り方に関する検討会」において、制度  

現在運用されている向檀の情報システ  創設Jこついての検討が行われており、  

診療行為に関連した  
ムの現状と課髄を分析した上で．新規シ  

今後、法整備も含め、制度の発足に向  
死亡の届出様式及び  地域医療基  
医療事故の情報処理 システムの開発に蘭  

0  9  0  g  0  0  0  0   

研究   調査の研究として十分な成果が上がっ  汁に機能するためには、医療事故の仲  
する研究   たといえる   報収集システムとしての観点から、従前  

の頬似制度が抱える課漁の整理や、間  
糎点を早急に整理しておくことが必婁で  
あり、そのサポートとして必要な成果は  
得られた   

死後圃像の有用性が高く病理解剖の必  死後画像の活用に関し4つの捷言をまと  
めた。1．死後CT画像検査の実施に当  

「診療行為に関連し  要性がないと判断された症例は5例 （31）であった。また、組織検査を含め解 析された病理解剖症例では．CT画憺と 病理所見の一致水鶏が高い症例は全  
た死亡の調査分析」  体の20％であった。さらに、複数の画像  

する死因究明手法  
（死後画像）の検証に  研究   
関する研究   における解剖を補助     20  21  地域医療基 盤開発推進   深山 正久        診断医（平均7名）が独立に同一の死後 画像50症例を軌影、病理所見と対比す る画像診断精度に関する研究を行っ た 

。死後画像における正診牽の高い病 変（70％以上：大動脈解慮など）、低い病 変（30％以下 
：全身性感染症、塞栓症な  。4．にってイラ イン」を参照し、「解剖マニュアル」に沿つ  

ど）が存在することが明らかになった。   た検索が求められる。   

「中立的第三者機関」を設立し診療関連  
死の調査・分析を行うことは、医療や法   
律の書門家にとっても新しい分野であ  う場合が少なからず起こる。安全で安心  届け出基準、捜査機関への通知基掌を  への届け出基準及び粥主要員会から捜  
る。従って、その考え方や手法について  な医療を捷供するために，このような予  見正しこ修正案を提唱した。事例受け付  重機関への通知基準に基づき、事例に  

診療行為にM遵した  
平成22年2月、医療マネジメント学会第 10回棄京支部会において「中立的第三  

死亡の調査分析に従  地域医療基  有機関医療安全調査委員会のゆくえ 
」 を会長講演として発表し 

事する者の育成及び 資質向上のための手 法に関する研究  20  21   盤開発推進 研究  木村菅  

外科学会総会の特別企画においても研 究班の成果を発表する予定である。   
成のための教育プログラムを作成でき  点から罰査分析ナる制度を確立するこ  （某）」と「三甲整書講師（仮称）養成研修ブ  講座）を開催した。1（カ名余りの参加者  

たことなどが書門的・学術的に有意♯で  が得られ活発な淡詭が行われた。   
ある。   も重要である。   
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特  
年産  

原著論文  
（件）  

研究課僧名  研究事礫   研究者代凛老氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン専の開発   その他行政的観点からの成案   その他のインパクト  出  

関絶  和  
始了  文   

得   

メディカルコントロール（MC）に関する枚  

「杜息致命±の業務の拡大に関する研  
究」において、病院前医療において必要  

rメディカルコントロールの評価と将来像  

地域医療基  撒急医療体制の推進 に関する研究  20  21   盤帥発推進 研究  山本 保体   に関する研究」の成果は、臨床救急医 学に関する馳誌に論文掲載された。一致 急隊業務プロトコルのあり方に関する研 究ム「正接指示体制のガイドライン等に  
関する研究」の成果も、臨床救急医苧に 射する雑誌に韻文掲載された。  

方等に関する検討会」に捷出した。（ガイ  
ドライン等の開発の項参照）   ！鶏生臭施したものである。  れるための支援の一つとして託験的に  

使用された。   

従来、印象として医師にへき地へ赴任  へき地等に勤務する医師のキャリアデ  
してもらう効果があると考えられてきた． 卒前の地域医療教書やへき地での勤務 経胤 

こついて、総合診療に対する指向  

現状に即したへき地  性やへき他動務への親和性との関連を 明らかにすることができた。私たちの研 究結果により、年前に地域医療教育を 受けた医師が受けていない医師に比べ  
指機に関する研究   等の保健医療を構築 する方策および評価   20  21  地域医療農 盤開発推進 研究  鈴川 正之          て．総合診療を行いたいとする医師の  

の多いこと、へのの る医師はへき地勤務に積極的であるこ  割合が高いこと、卒前の地域医療教書 を受けたものは、全ての医学生が地域 医療教書を受けるべきであると考えるも がき地勤務経験あ   
とが示された。   

療対策検劇毒で発表した。   などのインセンティブが必要と考える。   

新卒後臨床研修プログラム権了医師  
医学部教育．臨床研  

は．旧卒後臨床研修プログラム修了医  

修制度，書門研修を  師と比較して、救急医療においてより高 い質のケア供している 

の作成と医師養成の  縦断するカリキュラム   ロラ、 卒後臨床研修プログラム修7医師と比  覧の比較を行う方法も確立した。   
在り方に関する研究   放して、紋急医療においてより大きな自  

信を括っていた。   

多相生命表の原理を用いて診療科別匪  
師数の将来推計を行った。医師の年齢  
分布の偏り、今後の日本の人口組こよ  
リ、今後単位人口あたりの医師数は増  勤務種別・診療科に着目した医師の  
加する。診療科別では、医師の離脱、新  キャリアパスと将来推計、女性医師の  

医師のキャリアパス  規医価の選択が減少傾向である外科、  キャリア′くス、外科系医師のキャリアパ  
を踏まえた地域偏在   地域医療墓   産婦人科において、定1増の効果発現   

20  21    今村知明  8  0  0  5  0  0  0  0   

医師需給の適正化に  研究  ある事が示唆された。女性医師の増加  と連携を更に強めることの重要性や．女  

関する研究  は、女性比率が元々低い外科系の診療  性医師の増加を踏まえ、女性医師が働  
科には大きなマイナスとして現れる可能  き易い環境の整備の重要性が示唆され  
性も示唆された。男女共同参画の観点  た。   
からも、人材の有効活用としても、女性  
医師が働き易い環境の整備が必要であ  
ると考えられる．   ると考えられる。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課傍名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン′くクト  出  

開l槙  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  回 際   願 取  
始了  反  

得   

歯科診療所における歯科保健医療の櫻  
これらの取組を通じて，歯科臨床系の苧  

学会間の連携や愚者の参画など，歯科 診療ガイドライン作成上の課類が明らか  アンケート及びシンポジウムを通じて，   会において多くの歯科診療ガイドライン   利ヒのあり方等に関する検討会におい て．本研究胡の成果を参考にとりまとめ  日本歯科医師会・日本歯科医学会の後   
歯科分野における診   となった、患者向け歯科診療ガイドライ  歯科診療ガイドラインに関する什報を菌  が作成されつつある．日本歯科医学会  られた．その結果．今後の進め方として  接の下．関係学会・歯科医師会・大字を   

とその普及に関する  研究   20  21  地域医療基 盤開発推進   石井拓男                2  D  0  0  4  0  0  l  l                 療ガイドラインの評価      ン作成のためのPOの収集にあたり．適  利界の各臨床研究分野の方々に共有し  歯科診療ガイドラインライブラリーに7編  日本歯科医学会は、常置的な委員会を  対象に平成20年11月13日（木）東京薗        切な対象者の選択方法及び質問形式  てもらい．診療現場への一層の普及・理  の歯科診療ガイドラインが公開（準備中  設けて具体的な内容について検討する  科大学水道橋校舎血脇記念ホールに   
研究  は明確には出来なかったが．今後，歯  解・定着を促進した．また．多くの歯科診  を含む）された．医療情報サービスMinds  とともに、各分科会等により作成された  て13：30から17こ00にシンポジウムを開催  

科領域の愚者向け診療Gしを作成するに  
あたり．有益な知見を待た．   されている．   が必要とされ．歯科診療ガイドラインライ  

プラリーが設竜された．   

日本歯科医師会会■から5％無作為  
抽出し歯科補綴物の海外発注の実態  
測査したところ，7．4％が経験有りとし  

ノンクラスブ義歯を多く発注していた。陶  
以下の通り．新聞．テレビなどマスコミ  

材焼付鋤遣冠の金属分析では．有書物  
で研究結果を引用された。・TBS「拇道  

歯科補柘物の多国間  特集NEXT」：中国製歯科技工物は安全  
終了証後により．該当無し。  か（2010年2月6日放送）・TBS「報道特集  流通に関する調査研 究  20  21  地域医療基 盤開発権應 研究  宮崎秀夫       質は検出されなかった。米国の陶材傭 付鋳造冠の鉛汚染を検征し．1）鉛濃度 は平均哺ppmと低く ．2）溶出土讃1定で鉛  

NEXT」：続報！中国製義歯の安全性  

は検出されず．3）高濃度鉛添加サンプ  
¢0†0年2月T3日放送）・日本歯科新聞  

ルでも鉛は検出されなかった。よって．  
（21年4月14日付）   

米国歯科医師会は患者への健康被書  
はないと結論付けた。   ると考えらゎた。   

歯学部学生の実技実晋と国家試験問題  近年、愚書傭の臨床実習への理解度が  
の成紺との相関性を分野ごとに分析し、  技術能力をいかに反映した国家払験問   低い現状として、日本の医療制度、歯科  近年の医療術進歩により患ニ 

の多様化や者権利の認識進み、卒   

実習教育．技術能力向上について幅広 く展開された．本研究シンポジウムより、 臨床を正視した問憶を国家試験へ多く  
歯科関連椎租こおけ  

士、歯科技工士の試験においても技術・  究より、技術能力を評価できる作問には  が進むシステムにて貢が保たれており、  費やし、そのため歯科医師国家試験合  
地域医療墓   導入する必要があること、歯学部学生の みならず 

る技術能力向上に寄 与する碩のあり方  
の研究   研究  学生へも実技能力が反映された問題を 出越することの重要性が示され 

、意義深 いものとなった。客観試験でありながら、  
技術能力を評価することが可能であると  

いう本研究から導き出された結果lよ、国 家試験問應を作問される立場の方に是  
非とも情報として取り入れて頂きたい 

た。   討が待たれる．   果から明らかとなった。   。   

束就業歯科衛生士が定期的な勤務を中  
我国の歯科鮎生士の就業率は国際的  
に見て際立って低いレベルにある。－  

兼敏業歯科衛生士の   地域医療基   
方」医療現場では歯科医師は歯科衛生  
士を雇用する意思はあるものの充足   

になった。本研究はこれらの同性の背  20  2†    高木裕三  
景にある因子の抽出を可能し、解決策  
の検討に1重な情報を捷供した。   は、この事集への新規参加者のための ガイドライン発の必要性を示した るような柔厭な制度や勤務形態の楕簗  

開。   が多くの女性専門職の就労現場で強く  
求められることを示した〃   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課飽名  研究書礫    研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 隙   願 取  

得   

在宅医療の推進のために必須とされる 在宅医療処置（たんの吸引）を要する  

医療依存度の高い在  人々への支援について、安全性確魚の ための方策を関係職檀連携に関する  
宅療養者に対する医  
療的ケアの実態調査  地域医療基  ツールとして捷示したことに相性があ る 

間の効果的な連携の  
および安全性確執こ 向けた支援関係欄儒   

テムの構築に有用なものとなる。作劇こ 際しては、先駆的実践者による実施上  
推進に関する検討   

きも合わせて開発した。   捷として作成し、更に関係椎檀や法律 書円雲による妥当性・有効性を推敲した 点に意篭がある 
。   療養環境差㈲＝寄与する。   

臨床導入の結果、コントロール群では、  
「チーム医療推進に関する検討会」でス  

1．1週目の禰瘡の悪化割合は、コント  
キルミックスの検討がなされたが，本研  

ロール群では教育介入矧こ比較して1．8  
究の結果は莱6【司のヒアリング資料で捷  

借であった。2．敦賀介入群では、  
示した。2011年座より比較的侵襲性の  

皮膚・排泄ケア認定  DESIGN－Rの減少が促進されていた。3．  
高い特定の医行為を担う「特定℡経師」 （仮称）制度化が検討されることになっ  

看護師による高度創  た 

王症禰瘡発生の防止  傷管理技術を用いた   
て、裾瘡の悪化割合は3．2陪であった。4．  

術として導入していたデブリードマンの  
に関する研究   

教育介入群では、コントロール1引こ比叔  
実施やエコーを用いたアセスメント技術  

して装用対効臭がよく、約35％の費用を  
も特定の医行為として位置づければ、  

削減できていた。  となっており、費用対効果の面でも優れ  
WOC看護師はこれらの特定の医行為を  

ていた。   
実施できる能力を十分に備えていること  
が明らかになった。   

書護師等国家試験tこおいて、評価内容 は 多肢選択式問題作成のブラッシュアップ  
法を用いた講習会を学会交流集会・各  

実践能力向上に資す  地ヰ医療墓  と評価基準重要な課題である。実践 能力を意許するために看護師等国家試 験の出題内容や出増形式を検討した 
の改善に関する研究   研究   
る看護師国家試験等   20  21   盤開発推進   川本 利恵子     。 実践能力向上型とスキルスアナリシス 型の間態内容や作成方法を開発し 

の一定の質を担保することにつながる。   
、そ の模擬同便を試験的に実施し、データを 得た 

。   
会を4匝】開催した。   

抑肝散の精神機能改善効果を科学的  
に解析した。抑肝散構成生薬のセン  
キュウに含まれる成分×がアルツハイ  

マー病などの神経細胞死の原因である  
抑肝敵の示す精神疾  地域医療基  小池体ストレスによる神経郷地死を救  
患周辺行動改善に対  なし   本成果の一部は訪露掛肌二掲載された 213  0  18  0  0  36  2  2  0  4   

する科学的検証   研究   分XXがセロトニン各種受容体、ドーバミ  
（年月3日）  

ン受容体の機能を制御していることを明  
らかとしb前者は抑肝散がアルツハイ  
マー病の予防、治療薬として、後者は抑  
肝散が統合失望症の治療薬として有効  
であることを示す。   
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年度  
原書論文  

（件）  

研究課漁名  
名   名   

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の硯発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  図 内  匡l 際   慮 取  

得   

これらの結果を利用して、2）では更年期  
降雪の診断の補助、また治療について  

1）桂枝読苓丸のエス柏ゲン受容体β の 
更年期障害患者の募集のため講演会を  

根拠に基づく更年期 障害治療推進のため の洋漢競合医学的エ ビデンスの構築  2【）  21  地域医療基 盤開発推進 研究  並木 隆雄   卵nOtyP8別の有効な症状が判明し た。2）更年期陣書患者の診断における AMHの有用性 
。  

さま自身の病気への関心の高さと漢方  
が期待できると考えられた。一部の検討  薬への期待が大きいことが理解できた。   
については．さらに症例の洪積をする。   

診療ガイドライン等により、標準的な診 内容待れる果とともに明らか  

患者の視点考王視し  
た診療ガイドラインの  地域医療基  

普及促進に関する研  評価体系の確立及び   本語版を用いて日本で肌発された診療 ガイドラインの系統的評価を実施した。 また患者参加の概念を整理し，患者の  
考   上で重要な貢献を果たしている。また．  

視点を反映した診療ガイドラインの評価 項目を開発し 
、その実用性を検証した。  

寺の視点を明らかにしたことで、この分 でことがれる 
野も責＃する期待さ。   

ガイドライン診療が量要であることは言  
を挨たないが．かかりつけ医の臨床現  本研究は、疾病管理事業を前提とした  
壌にその遵守やバージョンアップの追跡 を行う具体的方法 
・体力がない。書門医 は割を果たしたつもりでいるが 
役、逆に  

慢性疾患のガイドライ  非■門医であるかかりつけ医の兼任が  

る。本研究の本質的成案は、第三者機  ン診療普及法の開 発・実証研究  20  21  地域医療墓 盤開発推進 研究  中島 直樹        理不尽に増大している状況であり、自立 可能な策三者機関が支援する必要があ   
関として疾病管理事業者が、これらのガ イドラインを付紐管理し、かかりつけ医 に対してガイドライン診療を支援する方  

ビデンスとして次の診療ガイドライン改  与するものと思われる。   

法の開発である。   訂へ捜案することも可能となる。   

本研究で検討したt子私書雇を利用し  
本研究では、t喜私書箱と社会保障 カードに求められる機能要件を整理し、  
t手私書箱の基本システムを設計し  
た。また、t子私暮籍の基本機能として  

t子私■扁と連携し   必要な資格確認や確実な什報伝達を美  
た保隠匿療情報の安  地域医療墓  現する具体的なサービスモデルの例を  

20  2l   盤開発推進 研究  大山 永昭        示した。具体的なサービスヘの適用例と しては、退職時の手練きを行うワンス  ク基盤整横の技術的  トップサービスと個人の健皮相報管理シ  
方策に関する研究  ステムについて検討し、これら検討よリ  

t子私書箱を利用することで個人の社  

効果的に行えることを示した。   
会保障や保健医療に関する情報管理が  

そのための方策の具体例に相当する。   応用が期待される。   
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年度  原著論文  
（件）  

研究課飴名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l終  和  
始了  文   

得   

循環蕃診療に使用する多数の診断用・  循環善治療に関わる多くの診断・治療  

地域を支える医療機  地域医療基  

に関する研究   研究   巻の適正任用の確焦   20  21   盤開発推進   粛地 区   治療用医療機暮に関して．医療機関に おける日々の具体的な適正使用・保守 点検に関するガイドラインを作成した．こ のようなガイドラインはこれまで存在しな かったことから医療現場での安全確保  
触手の使用．保守管理に関するガイドラ イン）として学会基準となった 

に直接貢献するものである．   ．   る．   せ．広く医療界に知らしめる．   

在宅愚老向けに遠隔医療を行うことが  
これまで在宅医療のための遠隔医創こ  
ついて、技術的側面の研究は存在した  
ものの、実施局面まで深く検討したも  
の、医学的内容まで深く考察したものは  

在宅医療への連隔医  地域医療基  無かった。つまり在宅患者向けに遠隔  
療実用実施手順の策  
定   研究   医を行うことが、どのようなことなのか 不明なままだったために現場の医療者  

による着手も、政策的支援も具体化しな  
かった。これまで解明されていなかった  
「遠隔医療が何物であるか」を初めて明  
らかにした。  エーションの拡大、対象手法の開発につ  

なげることが可能になった。   

添付文書の盲己述内容が標準化されてい  
ないことから、チェックが必要な項目のフ  

最終的なデータとするためには、添付文  
ラツケ化を行った。これによりオーダリン グ時のチェックをより実効性あるものに  
るためのができたとえる  

t子化された医巣品  地域医療基  す基盤整備考 また、使用されている用語のばらつき等  
添付情報の利活用に 関する研究  21  21   盤開発推進 研究  土星 文人        に関して，さまざまなデータが収集され  0  0  0  0    0  0  0  0   

たことにより、これらのデータを利用して  
今後情報処理の専門懐を交えて更なる  
検討が可能となり、これが法師こフィー  

になることは極めて重要であり、今後の  

ドバックできる可能性が高まったことは  実装が期待される。   

大きな成果である。   

今後、全国の医療機蘭にOlの測定・公  
欧米の先進諸国では、すでに公的機朋  表を拡大するための手帳・段階として、  
によって「医療の賢指穣（Qu8随y  

わが国においても、医療の買を向上さ  

lndic虞Or：0Ⅰ）」の測定・公表が行われて  にいて、Olの 
医療の質向上に資す   地域医療基   して．ロセスアトムに  

21  21    福井次矢  
する研究  研究  Ql測定値改善（＝医療の質向上）を可視 化した経験などもあり、0Ⅰの測定・公表  

学的検証が必要という段階を越えて、行  
政レベルでいかに専入・改善するかの  見直し、新規QI項月の決定、Ql測定値  

を手段とする国家的プロジェクト立ち上  
段軌こあることがわかった。   の改善（＝医療の質向上）の確認などを  

げの機は熟していると思われる。   

継続的に行う、を提言した。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究漂随名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

開終  和  
姶了  文   

祷   

地域医療基  地域密着型医療にお ける有床診療所の投  
割に関する研究   研究   の認許が高まった。   域医療における必要性が実証された、  床診療所の玉章性が認諾された。  の弓削こなることが期待される。   義が取り上げられた。   

本研究は短期的には、現行制度の枠内  
で厚生労働省が行うべき医療朋保障檀  
間の業務連携や勤務形蝦を検討に賀す  

各臨床研修病院における臨床研修劉遵  
白樺の総括評価に関し、到達項目に  
よっては達成度の総括評価法が不均一  
であり、その枯果、総括評価結果に格差  

地域医療基  があることが推察された。今後、総括沖  
医師の初期臨床研修 到達目標達成度評価 に関する研究  21  21   盤開発推進 研究  斎藤土産       価法の例示や目安を示す必妻があるこ とが研修病院間の評価格差解消のため  なし   0  0  0  0  0  0  0  0  0   

に必要である。また、到連白樺の項l引こ  
よっては、評価にあたり評価者（測定  
者）の多様化、とくに患者・家族、地域医  
療関係者等による評価を反映させること  
が五葉である。   
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持  
年度  原著論文  

（件）  

研究課題名  研究専横   研究者代表者氏  名  専門朗・学術的嶺点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

脾絶  
姶了  

和  
文   

得   

アンケート調査では、「外科系医療技術 ＝いて 屍休解剖保存法の解釈などの法的な問  
跡紺お、複雑で難解な解剖の領 域ではGadavorを使用した手術手技実習  
が有効であり、日本においても実施する  
ことが求められているという現状をご理  

サージカルトレーニン  地域医療基  解いただけましたでしめか？jの聞いに  
蟄こおいては、施設面の不備、十分なマ  

研究   研究   ないなど、実施にあ  ケのあり方に関する   21  21   盤開発推進   近藤菅        対し、外科系教室の87％、解剖学教室 の94％が「理解している」と回答し、必要 性が認踏されていることが確認された。 また、解決すべき点としては、法的な間 鳩点の払拭と 
、献体舌の理解、承諾が られ 

あげた。   
めるべく、報告書に提言としてまとめた。   

客額的な手法を用いて、看護職員の需 示したでが  

地域の実状に応じた  妻を推計する方法を点意義  第七次看護樗員需鈴見通し検吉寸会にお  
いて研究結果を報告予定であり、今後  
の看護職員需給予測の基礎的な情報を  0  0  ○  0  0  0  D  0  0   看護捷供体制に関す る研究  21  21  地域医療墓 盤開発推進 研究  伏見∴清秀    あり、人口構造の変化、医療捷供体制 の変化に応じた看護需要推計モデルと して 、将来的にも応用可能性がある研  

期待される。   
提供することが期待される。   

究成果と考えられる。   

テレビt話等の遠隔医療を導入しても  
医師の訪問診療、往診を促進させるよう 因はいといえ 

な要なる。つまりそこには 対面診療と遠隔診療の情報量の差異が 非常に大きく存在する 
遠隔医療の椎念整理  。人間は五感を必 要に応じて活用したり、自身が意識的に  

入ってくる情報を活用しながら他者と接  と遠隔連携に関する 研究  21  2†  地域医療基 盤開発推進 研究  川よ 幸一郎        必妻としていなくとも感覚器官に自然lこ   
している。その点において遠隔医療はわ  

ずかに限られた情報量しか持たず、相 手の多様な面を感じ取ることはできない ため 
、対面診療の代替とは成り待ないと  

言うことができる。   

腿遭等建設現場に於けるガイドライン測  

定の検証を行った結果、現状では、ガイ ドラインを改正の状況にないと判断出来 る。粉じん別の改正で装着が義務付け られたt動フアン付き呼吸用保護具の  
喋遭等建設工事の現  有効性が証明された。溶接作業時に発  曝露の実態を把握しきれていないと考え られる溶接作業、研磨作業について、斬 たな測定法を捷案することが出来た 
行測定法の検証と  
アーク溶接等への薪 測定法の珪素に閲す  

ぴB＋測定を開発した。研摩作業につい て現場の実態を明らかにすると共に測  

る研究   定法を報告した。測定法が無いオイルミ  
管理濃度の低濃度化に対応すことが出  

ストについて新たに測定法を蘭発した。 同様に管理濃度が倒置されたが測定法  
が明確でなかったニッケル化合物につ  た。   
いても測定法を開発し報告したb   
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